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宇
治
市
国
際
親
善
協
会
の
平
成
十
七
年
度
総
会
が
、
五
月

二
十
八
日
に
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第
2
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
議
事
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
十
六
年
度
の
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
は
、
監
査
結

果
報
告
と
審
議
の
後
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
十
七
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
案
も
審
議
の
後
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
【
十
六

年
度
収
支
決
算
と
十
七
年
度
収
支

予
算
は
三
ペ
ー
ジ
に
、
事
業
計
画

の
概
要
は
四
ペ
ー
ジ
に
掲
載
】

次
に
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
平
成

十
七
・
十
八
年
度
の
理
事
三
十
人

と
監
事
二
人
が
承
認
さ
れ
、
そ
の

後
理
事
会
で
、
理
事
の
中
か
ら
、

会
長
と
副
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。新

役
員
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
（
敬
称
略
、
順
不
同
）
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【
会
長
】

上
林
　
春
松
（
個
人
）

【
副
会
長
】

大井小曽藤奥伊
田上川谷川村藤

義
明
（
宇
治
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

進
（
宇
治
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

蓄
蔵
（
宇
治
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）

和
子
（
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宇
治
）

一
三
（
宇
治
市
体
育
協
会
）

陽
男
（
宇
治
市
体
育
振
興
会
連
合
会
）

壱
将
（
宇
治
市
消
防
団
）

長城中
東島川

元健恵
和治次

菱
田

【
理
事
】

関信
貴

俊
子
（
宇
治
市
Ｈ
本
中
国
友
好
協
会
）

誠
一
（
宇
治
商
工
会
議
所
）

康
孝
（
宇
治
青
年
会
議
所
）

西
出
美
恵
子
（
宇
治
市
女
性
の
会
連
絡
協
議
会
）

大
川
　
　
優
（
宇
治
市
観
光
協
会
）

宮
城
　
　
勇
（
京
都
や
ま
し
ろ
農
協
）

吉
田
　
利
一
（
宇
治
市
茶
生
産
組
合
）

古
川
　
宏
司
（
宇
治
文
化
少
年
団
）

森
　
宗
樹
（
宇
治
市
茶
道
連
盟
）

西
澤
　
悦
子
（
朋
友
館
運
営
委
員
会
）

森
本
　
町
子
（
宇
治
国
際
交
流
ク
ラ
ブ
）

森
本
　
　
均
（
宇
治
市
建
設
業
協
会
）

北
村
　
彦
治
（
宇
治
市
造
園
協
会
）

今
村
　
周
子
（
ス
リ
ラ
ン
カ
友
の
会
）

山
本
　
哲
治
（
宇
治
市
日
本
ラ
オ
ス
友
好
協
会
）

塚
本
　
樹
（
個
人
）

今
川
　
博
（
個
人
）

伊
勢
村
紀
久
子
（
個
人
）

小
永
井
宏
子
（
個
人
）

【
監
事
】

平
間
　
永
記
（
京
銀
宇
治
支
店
）

向
井
　
祥
夫
（
個
人
）

【
事
務
局
長
】

薮
下
　
龍
司
（
市
秘
書
課
主
幹
）

【
名
誉
会
長
】

久
保
田
　
勇
（
宇
治
市
長
）

【
名
誉
副
会
長
】

高
橋
　
尚
男
（
宇
治
市
議
会
議
長
）

【
名
誉
会
員
】

谷
岡
　
武
雄
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ふ
率
トが

国
際
交
流
講
演
会

ｒ′＋ＪＷ

Ｊｊ渾

五
月
二
十
八
日
に
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
国
際
交
流

講
演
会
を
開
催
。
宇
治
市
在
住
で
京
都
工
芸
繊
維
大
学
名
誉
教
授

の
柳
原
昭
彦
さ
ん
に
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
柳
原
さ
ん
は
、

一
昨
年
の
春
に
ス
リ
ラ
ン
カ
へ
Ｊ
－
Ｃ
Ａ
の
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
本
市
の
国
際
交
流
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
暮
ら
し

ス
リ
ラ
ン
カ
で
暮
ら
し
て
い
る
と

時
間
の
観
念
、
金
銭
的
な
感
覚
、
日

常
的
な
商
取
引
、
服
装
の
問
題
等
に

日
本
と
大
き
く
異
な
る
生
活
尺
度
が

あ
る
こ
と
を
感
じ
る
。
今
日
は
そ
の

辺
の
お
話
を
し
た
い
。
ス
リ
ラ
ン
カ

は
イ
ン
ド
大
陸
の
横
の
な
す
び
の
形

を
し
た
国
、
首
都
は
コ
ロ
ン
ボ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
ど
な
た
か
ご
存
知

で
す
か
？
」
　
ス
リ
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ

プ
ラ
・
コ
ツ
テ
で
す
。
た
だ
、
国
会

議
事
堂
だ
け
が
ぽ
つ
ん
と
建
っ
て
お

り
、
実
質
上
の
首
都
は
コ
ロ
ン
ボ
で

す
。
私
が
い
た
モ
ラ
ト
ワ
と
い
う
町

は
コ
ロ
ン
ボ
か
ら
車
で
4
0
分
ほ
ど
南

へ
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
今
回

の
津
波
で
か
な
り
被
害
を
蒙
っ
た
地

域
で
す
。
直
接
教
え
て
い
た
学
生
が

一
人
亡
く
な
り
、
家
を
失
っ
た
学
生

も
数
人
い
た
。

モ
ラ
ト
ワ
大
学
に
赴
任
し
た
の

は
、
一
昨
年
の
4
月
で
し
た
。
行
っ

て
ま
ず
驚
い
た
の
は
時
間
割
が
な
い

こ
と
。
日
本
で
も
大
学
院
の
ゼ
ミ
方

式
に
な
る
と
時
間
割
は
あ
っ
て
な
い

よ
う
な
も
の
だ
が
、
大
学
の
1
年
生

に
入
っ
た
ら
時
間
割
は
絶
対
あ
り
ま

す
。
学
部
長
に
「
私
は
い
つ
授
業
を

す
れ
ば
い
い
で
す
か
？
」
と
尋
ね
る

と
「
ま
あ
、
適
当
に
好
き
な
と
き
や
っ

て
く
だ
さ
い
。
」
と
言
わ
れ
た
。
「
他

の
人
と
バ
ッ
テ
ン
グ
し
た
ら
ど
う
し

ま
す
か
？
」
と
言
う
と
、
「
そ
こ
ら

へ
ん
は
適
当
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
に
各

教
官
は
自
分
の
好
き
な
と
き
に
や
る

の
で
そ
の
時
間
に
来
る
よ
う
に
学
生

に
伝
え
る
。
い
き
あ
た
り
ば
っ
た
り

の
先
生
も
い
る
。
私
は
建
築
学
部
に

い
た
が
、
学
部
の
校
舎
の
と
こ
ろ
に

た
。
私
は
日
本
の
大
学
か
ら
時
間
割

を
取
り
寄
せ
て
何
と
か
作
ら
せ
た
。

他
の
先
生
か
ら
授
業
が
や
り
や
す
く

な
っ
た
と
言
わ
れ
、
1
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
報

告
書
に
も
こ
の
時
間
割
の
こ
と
を
誇

ら
し
げ
に
書
い
た
が
、
今
で
は
少
し

考
え
が
変
わ
っ
て
い
る
。

と
し
て
こ
の
話
を
す
る
。

日
本
人
は
せ
っ

学
生
が
た
む
ろ
し
て
い
る
。
誰
か
が

誰
そ
れ
先
生
の
講
義
が
ど
こ
そ
こ
で

始
ま
る
ら
し
い
と
言
っ
て
く
る
。
あ

る
い
は
携
帯
電
話
で
連
絡
し
て
そ
れ

じ
ゃ
行
こ
う
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
私
も
授
業
を
す
る
と
き
学
生
が

い
な
け
れ
ば
そ
こ
へ
行
っ
て
「
来
い

よ
。
」
と
声
を
か
け
る
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
あ
る
が
、
時
間
割
が
な
い
。

教
務
課
と
い
う
組
織
も
無
い
。
学
年

担
任
が
一
人
い
る
が
と
て
も
手
が
回

ら
な
い
。
時
間
割
を
作
っ
て
く
れ
と

頼
む
と
「
作
っ
て
も
誰
も
守
ら
な
い

か
ら
い
ら
な
い
。
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

あ
る
と
き
、
列
車
に
乗
っ
た
が
、

定
刻
に
な
っ
て
も
発
車
し
な
い
。
聞

け
ば
指
定
席
に
他
の
人
が
座
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
喧
嘩
と
な
り
、
そ
の
た

め
1
時
間
半
遅
れ
で
出
発
し
た
。
誰

も
文
句
を
言
わ
な
い
。
当
た
り
前
な

ん
で
す
。
学
生
に
日
本
で
は
新
幹
線

が
1
5
分
遅
れ
た
ら
テ
レ
ビ
の
ｌ
ニ
ー

ス
に
な
る
。
そ
れ
ほ
ど
正
確
で
あ
る

と
自
慢
で
言
う
と
学
生
が
笑
っ
て
1
5

分
ぐ
ら
い
遅
れ
て
も
ど
う
っ
て
こ
と

な
い
の
に
と
い
う
反
応
を
す
る
。
日

本
人
は
よ
っ
ぽ
ど
せ
っ
か
ち
だ
な
と

笑
わ
れ
る
。
こ
う
い
う
感
覚
、
こ

れ
を
理
解
す
る
ま
で
に
半
年
か
か
っ

た
。
そ
れ
ま
で
は
、
腹
が
立
っ
て
し

か
た
な
か
っ
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
有
名
な
話
、
イ
ギ

リ
ス
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
が
ス
リ

ラ
ン
カ
を
訪
れ
た
と
き
、
コ
ロ
ン
ボ

空
港
で
半
日
待
さ
れ
、
大
騒
ぎ
と

な
っ
た
。
迎
え
の
大
統
領
は
馬
車
で

粛
々
と
迎
え
に
で
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ

人
は
そ
う
い
っ
た
異
文
化
に
接
し
て

大
騒
ぎ
す
る
欧
米
の
人
を
笑
う
ネ
タ

ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
「
時
間

は
ゴ
ム
」
と
う
言
葉
が
あ
る
。
伸
び

ち
じ
み
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
時
間
が
鉄
の
塊
の
よ
う
に

決
し
て
伸
び
ち
じ
み
し
な
い
。
ス
リ

ラ
ン
カ
で
も
時
間
は
ゴ
ム
で
あ
る
。

1
年
7
ケ
月
し
て
日
本
に
帰
っ
た
と

き
、
日
本
人
は
な
ん
と
時
間
に
う
る

さ
い
ん
だ
と
感
じ
た
。
時
間
の
概
念

は
各
国
で
ず
い
ぶ
ん
異
な
る
。
イ
ギ

リ
ス
は
ル
ー
ズ
。
ド
イ
ツ
は
日
本
以

上
に
き
っ
ち
り
し
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
は
か
な
り
い
い
か
げ
ん
で
あ
る
。

日
本
に
は
、
「
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
ス
リ
ラ
ン

カ
に
は
、
「
待
て
ば
暮
ら
せ
る
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。
「
待
て
ば
暮
ら

せ
る
」
は
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
す

ば
ら
し
い
と
思
う
。
待
て
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
。
と
い
う
考
え
方
。
私
は
、

陶
磁
器
デ
ザ
イ
ン
を
実
際
に
作
品
を

作
る
こ
と
か
ら
教
え
よ
う
と
し
て
い

た
。
1
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
は
基
本
的
に

は
人
的
援
助
で
、
物
的
援
助
を
し
て

い
な
い
。
講
義
に
必
要
な
資
材
を
整

え
る
た
め
、
大
学
に
必
要
な
物
資
の

リ
ス
ト
を
出
す
と
用
意
す
る
と
の
返

事
で
あ
っ
た
が
、
半
年
間
ほ
っ
た
ら

か
し
で
動
く
気
配
が
な
い
。
仕
方
な
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い
の
で
1
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
要
求
し
現
地
の

メ
ー
カ
ー
に
頼
む
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
で
は
4
週
間
で
納
品
さ
れ
る
よ

う
な
窯
が
、
赴
任
し
て
1
年
3
ケ
月

目
に
や
っ
と
納
品
さ
れ
た
。
学
生
達

は
納
品
さ
れ
て
良
か
っ
た
と
す
ご
く

喜
ん
で
い
た
。

今
で
は
、
待
て
ば
暮
ら
せ
る
と
い

う
考
え
方
が
あ
る
か
ら
、
ス
リ
ラ
ン

カ
は
津
波
の
被
害
か
ら
も
必
ず
立
ち

直
れ
る
と
思
う
。
現
地
に
い
る
知
り

合
い
か
ら
も
「
先
生
、
ス
リ
ラ
ン
カ

の
人
た
ち
は
し
ぶ
と
い
で
す
よ
。
時

間
は
か
か
る
が
、
鉄
道
は
走
る
よ
う

に
な
っ
た
し
、
家
も
立
ち
始
め
て
い

ま
す
。
」
と
の
連
絡
が
入
っ
て
い
る
。

空
前
の
景
気
で
あ
る
。
日
本
人
か
ら

見
る
と
ま
ど
ろ
っ
こ
し
い
が
、
彼
ら

の
尺
度
で
確
実
に
復
旧
し
て
い
る
。

日
本
は
何
か
あ
る
と
ど
っ
か
と
援
助

し
、
す
ぐ
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
相
手

の
尺
度
に
合
わ
せ
た
援
助
と
い
う
も

の
が
あ
る
。

国
際
交
流
で
も
相
手
の
尺
度
に
合

わ
せ
た
交
流
と
い
う
も
の
が
あ
る
と

思
う
。
一
番
大
切
な
の
は
相
手
を

理
解
す
る
こ
と
。
相
手
に
関
心
を
持

つ
こ
と
。
本
と
か
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

載
っ
て
い
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
々

の
生
活
尺
度
。
我
々
が
当
然
と
思
っ

て
い
る
こ
と
を
相
手
は
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
か
。
こ
ち
ら
が
良
か
れ
と

思
っ
て
し
て
い
る
こ
と
が
相
手
は

違
っ
た
受
け
止
め
を
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
相
手
の
価
値
観
を
持
て

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
違
っ
た
価

値
観
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す

る
。時

間
割
を
作
ら
せ
た
こ
と
を
反
省

し
て
い
る
。
日
本
の
価
値
観
を
押
し

付
け
た
の
で
は
な
い
か
。
お
お
ら
か

さ
を
失
わ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
で
も
、
私
が
帰
っ
た
後
、
時

間
割
は
ま
た
、
無
く
な
っ
た
み
た
い

で
安
心
し
た
。

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
腹
が
た
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
が
、
一
歩

下
が
っ
て
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
自
分

は
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
が
、
相

手
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
。
と
い
う
風
に
考
え

て
見
て
は
ど
う
か
と
思
う
。

◇ぎ◇泄◇声◇平成17年度予算◇声◇←◇←◇く＞紳◇メ◇アーム◇平成16年度決算◇♯◇泄◇が◇
《収入の部≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）　《収入の部》　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位・円）

漸 泥 欄 鮮 繊
ごこ萎　　′ら

1 会　 費 825，000 82 5，00 0 0 1 個 入 会 貞　 2，000 ×200　 400，000

2 団体 会 員　 5，000 ×　 35　 175，000

3 法 人会 員 10 ．0 00 ×　 25　 250，000 Ｂ

2 補 助 金 3．000，000 3，500．000 －500，000 1 協 会 事 業 補 助　　　　　 1．000，000 Ｂ

2 訪 問 団 派 遣 事 業 補 助　 1．500，000 7

3 パ ソ コ ン 贈 呈 事 業 補 助　　 500，000

3 負 担 金 400，000 400，000 0 1 語 学 講 座 参 加 者 負 担 金　　 400，000 1

10，0 00 ×40名　　　　　　 Ｌ

4 雄　 大 46 88 4 2 1 預 金 利 息 等

5 ．繰 越 金 3 67，954 662，912 －294，958 1 前 年 度 繰 越 金　　　　　　　　　　 ｒ

合　　 計 4，5 93，00 0 5，388．000 －795．000

…

《支出の部》　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
ほほ
；

ミ ｌ≒　　 －・Ｌ Ｚ 協 業 脆 融 墜 雛 漸 繹 聖 霊

1 ．会 議 費 60 ．（泊 0 8 0 ，0 0 0 －2 0 ．0 0 0 1 総 会 費　　　　　　　　　　 6 0 ，0 0 0

2 報 償 費 2 0 ，0 0 0 3 0 ，0 0 0 －1 0 ．0 0 0 1 謝 礼 等　　　　　　　　　 2 0 ，0 0 0

3 ．事 務 費 10 3 ，0 00 1 5 0 ，0 0 0 －4 7 ．0 0 0 1 ．消 耗 品 費　　　　　　　　　 3 0 ，0 0 0

2 通 信 運 搬 費　　　　　　　 3 0 ，0 0 0

3 印 刷 製 本 費　　　　　　　 4 3 ，0 0 0

1会報発行（年4回）　　　250．000

2語学講座　　　　　　　　400，000

3　日本譜基礎講座　　　　　500，000

4ボランティア養成講座　　50，000

5提携事業　　　　　　　　240，000

6友好都市交流　　　　1．500，000

7留学生探訪ツアー　　　　220，000

8来訪者歓迎　　　　　　　200．000

9ホームページ管理　　　100．000

10国際交流講演会　　　　100．000

11友好都市紹介展　　　　　的000

12パソコン鴨呈　　　　　　5（氾，咲）0

5 積 立 金 200．000 3 0 0 ，000 －100 ．000 1 設 立卸周年記念事 業積 立金　　 200，000

6，予 備 費 100，0（拇 128 ，000 －2 8，000

合　　 計 4．593，0∝） 5，388 ，000 －79 5，000

儲 綴 題 縦 嶽 接 線 ふ・－　　 ≒・．ま、
潤影野壷儀腿 渇繍認猥翠 勝 渦
1 会　 費 8 25，000 7 2 0，00 0 －105，000 1 個 人 会 員 180 ロ　　　　 360，00 0

2 団 体 会 員　 30 ロ　　　　 150，00 0

3 法 人会 貞　 21 ロ　　　　 210，000

2 補 助 金 3，500 ．00 0 1．834．975 －1，665，025 1．協 会事 業 補 助　　　　 1，000，000 4

2 訪 問 団 派 遣 事 業 補 助　　　 834，975 ｊ

3 負 担 金 400 ．000 1 8 0．000 －220，000 1 語 学 講 座 参 加 者 負 担 金　 180，000 Ｌ

英 語 9 名　 中 国 語 9名

4 雑　 入 8 8 6 8 2 1 預 金利 息

5 繰 越 金 662，9 12 6 6 2，912 0 1 前 年 度 繰 越 金

合　　 計 5，388，000 3，397，893 －1．990，107
ぎ

《支出の部〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
凄 凱 ｌ厳 潮 勝 … － 洪 碗 嘲 軒 深 謝 席 順 溜 避

1 全 課 費 80，000 13，967 －66，0 33 1．総 会 返 信 用 は が き代　　　　 5，000

2 食 糧 費　　　　　　　　　　 8，967

2 報 償 費 30．000 10 ，000 －20，000 1 平 和 の 鐘 募 金　　　　　　 10 ．000

3．事 務 費 150，000 71，492 －78，508 1 消 耗 品 費　　　　　　　　 25 ，042

2 通 信 運 搬 費　　　　　　　 16 ，000

3 印 刷 製 本 費　　　　　　　 30 ，450

4 事 業 費 屯700．000 2，6 34 ，480 －2．065，520 1 会 報 発 行 （年 4 回 ）　　　 23 1．820

2 語 学 講 座　　　　　　　　 3 36 ，310

3　 日本 語 基 礎 講 座　　　　　 500，00 0

4　ボ ラ ンテ ィ ア養 成 講 座　　　 5，97 2

5 提 携 事 業　　　　　　　　 2 10月0 0

6 友 好 都 市 交 流 事 業　　　　 834，97 5

7 留 学 生 探 訪 ツ ア ー　　　　 202，03 4

8 来 訪 者 歓 迎　　　　　　　 90，46 4

9 ホ ー ム ペ ー ジ管 理 費　　　 9 1，50 0

10 匡ｌ際 交 流 講 演 会　　　　 130，720

11．友 好 都 市 亀 介写 真 展　　　　 685

5 積 立 金 3 00 ，0 00 300，000 0 1 設立20周年記念車業積立金　　 300，000

6 予 備 費 128．000 0 －128．0（氾

合　　 計 5，3 88．000 3，029，9 39 －2 ，358，061

＊収入済額3．397．893円から支出済額3，029朋9円を差し引いた残額罰7，954円は、翌年度に繰り越します。



（4）ＵＩ ＦＡニュース

十
ｌ
仁
年
度
ザ
発
の
お
畑
ら
せ

開
国
が
来
訪
の
予
定
。

【
そ
の
他
の
国
際
交
流
事
業
】

【
啓
発
・
研
修
事
業
】

【
交
流
推
進
事
業
】

会
員
及
び
一
般
の
市
民
の
方
に
国

際
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
開

催
（
第
二
面
上
二
面
に
講
演
記
録
を

掲
載
）
。

年
四
国
発
行
発
行
し
、
会
員
の
皆

さ
ん
や
関
係
団
体
に
お
配
り
し
ま
す
。

国
際
交
流
や
国
際
理
解
な
ど
に
関

す
る
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
体
験
談
や

事
業
の
お
知
ら
せ
な
ど
も
掲
載
し
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

十
月
に
成
陽
市
へ
公
式
訪
問
団
を

派
遣
し
ま
す
。
（
左
記
に
募
集
記
事

を
掲
載
）

ま
た
、
宇
治
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・

宇
治
市
空
手
道
連
盟
が
カ
ム
ル
ー
プ

ス
市
を
訪
問
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
宇
治
市
が
実
施
す
る
ト

ン
プ
ソ
ン
・
リ
バ
ー
ズ
大
学
へ
の
市

民
留
学
生
派
遣
（
四
月
に
実
施
済
）
、

宇
治
市
中
学
生
訪
問
団
派
遣
（
八
月

に
実
施
）
　
に
も
協
力
し
ま
す
。

中
国
帰
国
者
を
対
象
に
開
催
。
語

学
力
の
向
上
と
友
好
を
深
め
る
た

め
、
宇
治
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
朋

友
館
と
の
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
が
不
足
し
て
い
る
ヌ
ワ

ラ
エ
リ
ヤ
市
の
教
育
施
設
に
、
宇
治

市
と
協
力
し
て
中
古
の
パ
ソ
コ
ン
を

贈
口
王
し
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
が
実
施
す
る
国
際

理
解
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、
協
会

か
ら
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

市
内
在
住
の
外
国
人
を
対
象
に
、

宇
治
国
際
交
流
ク
ラ
ブ
と
の
共
催
で

実
施
し
ま
す
。

市
内
の
外
国
人
留
学
生
に
宇
治
市

を
紹
介
し
、
宇
治
市
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
実
施
し
ま
す
。

昨
年
度
は
、
英
語
と
中
国
語
の
入

門
編
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
楽
し
く
外
国

語
を
学
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
を
検

討
中
で
す
。

本
年
度
は
、
七
月
に
カ
ム
ル
ー
プ

ス
市
、
十
一
月
に
成
陽
市
の
公
式
訪

市
民
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流
を
推

進
す
る
た
め
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

養
成
講
座
な
ど
を
開
催
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
し
て
み
た
い
と
お
考

え
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

友
好
都
市
を
紹
介
す
る
写
真
展
を

開
催
し
ま
す
。

成陽市へ〇訪問団を暮具します

宇治市と宇治市国際親善協会は、成陽市への公式訪問団の

派遣にあたって、訪問団員を募集いたします。

宇治市と成陽市は昭和61年7月24日に友好都市盟約を結

び、経済、教育、スポーツ等の幅広い分野で友好交流を進め、

700人を超える市民が成陽市を訪問しています。

㊥日　　　程／平成17年10月13日因～10月20日圏

㊥訪　問　先／威陽・北京・上海他

㊥応募対象者／宇治市に在住あるいは在勤・在学

⑳募集人数／20名

㊥参加費用／約18万円

（パスポート取得費や個人的経費は除きます。）

㊨応募申込み／8月11日匪～19日園までに事務局（秘書課）

へ申し込んで下さい。（電話申込み可）

※応募者が多数の場合、過去に公式訪問団員として参加され

ていない方を優先して、抽選を行う場合があります。

こ
の
度
、
宇
治

市
国
際
親
善
協
会

事
務
局
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
、

薮
下
と
申
し
ま

す
。
十
二
年
前
に

秘
書
課
に
勤
務
し
て
お
り
、
国
際

交
流
の
事
務
も
少
し
は
行
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
い
ざ
、
担
当
す
る

と
な
る
と
そ
の
勝
手
の
違
い
に
戸

惑
っ
て
お
り
ま
す
。
緊
張
し
て
国

際
電
話
を
掛
け
た
り
、
二
十
年
ぶ

り
に
英
和
辞
典
を
開
い
て
英
文
の

翻
訳
に
悪
戦
苦
闘
を
し
て
お
り
ま

す
。
こ
ん
な
こ
と
な
ら
学
生
の
時

に
も
っ
と
し
っ
か
り
英
語
を
勉
強

し
て
お
け
ば
と
反
省
を
す
る
毎
日

で
す
。ま

た
、
今
回
の
総
会
で
ご
承
認

い
た
だ
い
た
各
種
の
事
業
を
円
滑

に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
会
員
の

皆
様
方
の
ご
協
力
が
何
よ
り
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
宇
治
市
民
の
方
々
に
出

来
る
だ
け
多
く
の
国
際
交
流
の
機

会
を
提
供
し
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の

友
好
の
輪
が
ま
す
ま
す
広
が
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

不
慣
れ
で
至
ら
ぬ
事
ば
か
り
と

思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
　
（
薮
下
）
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